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　①教育課程の編成・実施に関する領域

１前 2 ○  兼１ 集中

２前 2 ○ 1 兼１
オムニバス
一部集中

　②教科等の実践的な指導方法に関する領域

１前 2 ○ 1 1 共同

１前 2 ○ 1 1 共同

１後 2 ○ 1 1 共同

１後 2 ○ 1 1 共同

　③生徒指導，教育相談に関する領域

教育相談・特別支援教育の理論と実践A １前 2 ○ 1 兼１ 共同

教育相談・特別支援教育の理論と実践B １前 2 ○ 1 兼１ 共同

１後 2 ○ 1

１後 2 ○ 1

　④学級経営，学校経営に関する領域

２前 2 ○ 2 共同

２前 2 ○ 2 共同

２後 2 ○ 2 共同

２後 2 ○ 2 共同

　⑤学校教育と教員の在り方に関する領域

１通 4 ○ 2 共同 集中

２前 2 ○ 2 共同

２前 2 ○ 2 共同

－ 0 36 0 10 2 兼２

１前 2 ○ 1

１後 2 ○ 1 1 共同

１前 2 ○ 7 2 1 共同

１後 2 ○ 7 2 1 共同

２前 1 ○ 7 2 1 共同

２後 1 ○ 7 2 1 共同

－ 0 10 0 8 2 1

１前 2 ○ 1 1 共同

１後 2 ○ 1

２前 2 ○ 1 兼１ 共同

２前 2 ○ 1 1 共同

２後 2 ○ 1 1 共同

－ 0 10 0 2 1 1 兼１

１前 2 ○ 1

１前 2 ○ 2 共同

１後 2 ○ 2 共同

２前 2 ○ 2 共同

２後 2 ○ 2 共同 集中

１後 2 ○ 1 1

２前 2 ○ 1 1

１後 2 ○ 1

２前 2 ○ 1 1

－ 0 18 0 5 1 1

山口県教育の現状と課題

授業内容構成特論

授業デザイン総合演習

学校評価と学校改善

教
職
必
修
選
択
科
目

教職員研修開発基礎

生
徒
指
導
力
向
上
科
目
群

学
校
経
営
力
向
上
科
目
群

－

特別活動の実践と課題

－小計（５科目）

学校関係法令の適用と課題

教育の制度と政策

学校経営と組織開発

教育行政インターンシップ

教職員研修開発実践演習

学級経営の理論と実践

学級経営開発基礎

小計（９科目）

小計（１７科目）

小計（６科目） －

－

生徒指導の実践と課題

スクールカウンセリングの実践と課題

学校不適応・問題行動等事例研究

キャリア教育実践演習

授
業
力
向
上
科
目
群

授業技術の理論と実践

授業実践高度化演習

現代的課題と授業改善の実践Ⅰ

現代的課題と授業改善の実践Ⅱ

教育行財政の制度と課題A

教育行財政の制度と課題B

授業科目の名称 配当年次

学外連携・コミュニティ・スクールの理論と実践A

学外連携・コミュニティ・スクールの理論と実践B

道徳教育の理論と実践A

道徳教育の理論と実践B

学校危機管理，リスクマネジメントの理論と実践A

学校危機管理，リスクマネジメントの理論と実践B

単位数 授業形態 専任教員等の配置

共
通
科
目

カリキュラム開発の理論と実践A

カリキュラム開発の理論と実践B

教科カリキュラム開発，授業デザインと評価A

教科カリキュラム開発，授業デザインと評価B

知識基盤社会における情報活用の理論と実践A

知識基盤社会における情報活用の理論と実践B

教育実践開発コー
ス用科目
共同  教育実践開
発コース用科目

共同  学校経営
コース用科目
共同  学校経営
コース用科目

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教職実践高度化専攻）

科目
区分

1



１後 2 ○ 11 2 1 共同

２後 2 ○ 11 2 1 共同

－ 4 0 0 11 2 1

１前 2 ○ 11 2 1 共同 集中

１後 2 ○ 11 2 1 共同 集中

２前 6 ○ 11 2 1 共同 集中

－ 10 0 0 11 2 1

－ 14 74 0 11 2 1 兼２

・「教育実践開発コース」は，共通科目の全２０単位，課題研究省察科目群の科目４
単位，学校実習総合科目１０単位に加えて，教職必修選択科目から１２単位を選択
し，合計４６単位以上修得することとする。

【履修方法】

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

－

・「学校経営コース」は，コースが指定する選択必修科目（「学校関係法令の適用と
課題」，「学校評価と学校改善」，「教育の制度と政策」，「学校経営と組織開
発」，「教育行政インターンシップ」の５科目１０単位）を含む６科目１２単位以上
を「学校経営力向上科目群（教育実践開発コース用科目を除く）」から，その他は，
必要に応じ「授業力向上科目群」，「生徒指導力向上科目群」から修得できることと
する。

・「教育実践開発コース」は，コースが指定する選択必修科目（「授業技術の理論と
実践」，「授業実践高度化演習」，「現代的課題と授業改善の実践Ⅰ」，「現代的課
題と授業改善の実践Ⅱ」の４科目６単位）を含む８単位以上を「授業力向上科目群」
から，その他は，必要に応じ「生徒指導力向上科目群」，「学校経営力向上科目群
（教育実践開発コース用科目）」から修得できることとする。

（共通科目の履修について）

・現職教員学生は各科目のうち「A」科目を履修することとし，８科目１６単位以上を
修得する。その他の学生（ストレートマスター）は各科目のうち「B」科目並びに「山
口県教育の現状と課題」による９科目２０単位を修得する。

（教職必修選択科目の履修について）

授業期間等

学位又は称号

（履修科目の登録の上限）

・４０単位（年間）

【修了要件】

・「学校経営コース」は，共通科目における選択必修１６単位，課題研究省察科目群
の科目４単位，学校実習総合科目１０単位に加えて，共通科目並びに教職必修選択科
目から１６単位を選択し，合計４６単位以上修得することとする。

合計（４２科目） －

教職修士（専門職） 学位又は学科の分野 教員養成関係

学
校
実
習
総
合
科
目

教職総合実践Ⅰ

教職総合実践Ⅱ

教職総合実践Ⅲ

小計（３科目）

課
題

研
究

省
察
科

目
群

教職高度化実践研究Ⅰ

教職高度化実践研究Ⅱ

小計（２科目）

－

１時限の授業時間 ９０　分

１学年の学期区分 ２　期

１学期の授業期間 １５　週

2


